
第３４回 水俣・芦北地域雇用創造協議会 総会 

次  第 

 

日 時 令和７年(2025年)７月１７日（木）10:30～ 

場 所 芦北地域振興局 ３階大会議室 

 

１ 開 会 

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 議 事 

（１）議決事項 

議案第１号 令和６年度(2024年度)事業報告及び決算 ・・・ P 1 

議案第２号 令和７年度(2025年度)変更事業実施計画（案） 

及び補正予算（案） 
・・・・・ P 32 

 

（２）その他 

    次回協議会総会の開催について 

 

４ 閉 会 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

第３４回水俣・芦北地域雇用創造協議会 総会 

 

 

資  料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 決 事 項 
 

 

 

議案第１号 令和６年度(2024年度)事業報告及び決算 ・・・ P 1 

議案第２号 令和７年度(2025年度)変更事業実施計画（案） 

及び補正予算（案） 
・・・・・ P32 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

議案第１号 

 

令和６年度(2024年度)事業報告及び決算 

 

 

 

 

 

令和６年度(2024 年度)事業報告及び決算について、規約第18 条の規定

により本総会の議決を求める。 

 

 

 

令和７年(2025年)７月１７日     

水俣・芦北地域雇用創造協議会   

会 長  森 山 哲 也    
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令和６年度(2024年度)事業報告 

１ 総 括  

第七次水俣・芦北地域振興計画の基本施策１「水俣・芦北地域への『流れ』の拡大」

に基づき、これまで取り組んできた産業振興による地域活性化の流れを更に強化するた

め、当地域の特性を活かした取組みを推進した。 

令和6年度(2024年度)は、環境配慮型農業の推進や、地域産品のブランド力強化・販

路開拓、観光素材の磨き上げや林産材活用推進、被災地域の産業再興支援を行うととも

に、水産物の再生支援、ＩＴ・福祉分野等における人材育成に取り組んだ。 

 

２ 事 業 内 容  

（１）環境配慮型農業推進事業 

農薬や化学肥料に頼らない環境配慮型の農業を地域全体で実践するため、生産者向

け栽培技術講習会を開催するとともに、環境配慮型農産物の販路開拓を併せて行うこ

とで環境首都にふさわしい食と農の地域ブランドの推進を図った。 

［具体的な取組み］ 

○環境配慮型農産物の生産拡大 

・アボカド栽培技術専門家による訪問技術指導 

（講師：ヨネトロピックス代表 米本仁巳 氏）（全6回） 

・環境配慮型農業実践塾の開催 

（講師：(株)グリーングラス代表 道法正徳 氏）（全18回） 

〇環境配慮型農産物の販路開拓 

・熊本みなみのほう物産展 ＠東京都八王子道の駅滝山（2月22～24日） 

・水俣・芦北地域農産品販売会 ＠業務スーパー八代永碇町店（6日間） 

 

（２）異業種間連携・販路開拓支援事業 

食や健康の分野において、当地域の優れた地域資源の持つ成分、加工技術、保存技

術、地域の伝統文化を活用して、農商工連携・六次産業化による付加価値の高い商品

開発を行うとともに、販売戦略の検討、海外を含めた新たな販路の開拓を行うなど、

新産業の創出を図った。 

［具体的な取組み］ 

○地域産品を活用した新商品開発・商品力ＵＰ支援 

・ヨモギ入り生姜シロップのラベルデザイン改良（津奈木町） 

・青パパイヤ飲むデザートの開発（津奈木町） 

・「プチル」や「草花蜜」のラベル及びパッケージ開発（水俣市） 

・海外販路拡大に向けた日本酒、梅酒のラベルデザイン改良（津奈木町） 

○展示商談会出展 

・FABEX東京（4月10～12日） 

エシカルプロダクツ（水俣市） 

・FOODEX JAPAN（3月11～14日） 
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エシカルプロダクツ（水俣市） 

○展示商談会視察研修 

・FOOD STYLE Kyushu2024（11月14日） 

○地域産品を活用した有名飲食店等とのコラボ商品やメニュー開発 

・有名洋菓子店メゾン・ジブレー（神奈川県）に依頼し、お菓子レシピを開発 

○海外向け販路拡大 

・台湾TSMCの各工場（新竹市、台中市、台南市）における社員向け販売会で、当

地域の商品を販売（11月27～1月21日のうち計30日間) 

○みなまた和紅茶ブランディング 

・みなまた和紅茶ホームページ制作 

・「みなまた和紅茶体験ツアー」プログラム・ルート開発 

・関東・関西エリアでの和紅茶体験会 

・九州和紅茶サミットinみなまた 

 
（３）水産物ブランド化支援事業 

地域の特産品になりつつあるマガキの養殖・販路拡大やあさり資源の再生を実施す

るとともに、水産加工品等の販売を強化するため、地域内の加工所、直売所と連携し

て、水産物のブランド化を推進した。併せて、次世代の担い手確保に取り組んだ。 

［具体的な取組み］ 

○マガキの養殖・販路拡大 

・マガキ稚貝購入補助 

・カキ小屋PR広告・宣伝、雑誌への記事掲載 

・マガキ三倍体種苗の導入 

○あさり資源の再生 

・関連資材の購入（被覆網、ジョレン 等） 

・芦北産あさりと他地域産あさりの味覚成分等分析調査 

・生息状況調査（県南広域本部水産課の協力） 

○アシアカエビ資源の回復 

・外部標識を取り付けたアシアカエビの放流試験（9月） 

○水産物ブランディング、水産加工品等の試作試験 

・加工品の試作、カキ小屋施設整備等 

○担い手育成支援 

・漁師就業フェア出展 ＠福岡会場（7月6日） 

 

（４）水俣・芦北観光応援社事業 
地域の農林水産業とくまモンがコラボレーションした新たな着地型旅行商品を創出

する「くまモンファーム」事業に引き続き取り組むとともに、海外を含めた情報発信

等を効果的に行うことで、交流人口の最大化を図った。 

［具体的な取組み］ 

○くまモンファーム事業 

・体験旅行商品の販売及び磨き上げ 

・地域の農産物とオリジナルノベルティのセットを通信販売（3商品） 

3



 

・くまモン誕生祭出展（3月15～16日） 

○観光うたせ船乗り合い便の運航 

・少人数から体験できる旅行商品を造成・販売（乗船人数：72人） 

・福岡県をメインターゲットとした広報 

〇海外（台湾・香港）向け情報発信 

・「樂吃購(ラーチーゴー)！日本」を活用した記事・動画配信 

〇情報発信                                                  

・九州旅行博覧会～トラベラーズフェス２０２５～への出展 

・フリーペーパー「ファンファン福岡」への広告掲載 

・ＳＮＳを活用した情報発信 

 

（５）地元林産材活用推進事業 

地域の人工林はこれから本格的な伐期を迎え、今後地域材出荷量の増加が見込まれ

るため、この機を逃さず地元林産材の高付加価値化に取り組んだ。 

［具体的な取組み］ 

○地元林産材の高付加価値化 

・水俣・芦北地域木材輸出等促進協議会（通称：木魅会）を核とした地元林産材 

の強度試験、ワークショップ等 

・木材強度試験結果をまとめた、地域産材のPRチラシ作成 

 

（６）人材育成事業 

幅広い分野で活躍できる技能習得の支援や、地元高校生の就職支援等による雇用創

出を図った。 

［具体的な取組み］ 

○デジタル人材育成セミナーの開催 

・テレワークのはじめかた講座 ＜計23名＞（10月21日水俣・10月22日芦北） 

・オンラインお仕事講座 ＜計13名＞（1月27日～12月18日 全4回） 

・パワーポイント講座 ＜計16名＞（1月16日～2月6日 全4回） 

○研修受講料の一部助成 

・技能後継者育成研修受講料の一部助成＜計40名＞ 

玉掛技能、小型移動式クレーン技能、フォークリフト運転技能 等 

・福祉医療関係職員研修受講料の一部助成＜計47名＞ 

介護職員初任者研修、介護福祉士実務者研修、医療事務講座 等 

※介護支援専門員（ケアマネージャー）の研修を追加 

○高校生の就職支援 

・就職模擬面接会の実施 

水俣高校3年生 44名参加（8月21・22日） 

芦北支援学校3年生 3名参加（11月26日） 

・地元企業見学会の実施 

芦北高校2年生47名参加（11月6日） 

水俣高校1、2年生105名参加（12月2日） 

芦北支援学校1、2年生 10名参加（11月28日） 
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・しごと発見塾（3月18日＠水俣市立総合体育館） 

 水俣高校1年生：139名 

芦北高校1年生：78名 

芦北支援学校1年生：7名参加 

 地元企業等36事業所が参加 

事業所紹介パンフレットを制作し、参加生徒に配布 

○ガストロノミーマネジメントの推進 

＜立命館大学食マネジメント学部＞ 

・出張講義（6月21日 芦北町漁業協同組合芦北支所長 上塚氏） 

・水俣・芦北地域におけるフィールドワーク（9月23～25日） 

＜龍谷大学農学部＞ 

    ・出張講義（7月4日 お茶の坂口園 坂口氏） 

    ・水俣・芦北地域におけるフィールドワーク（10月26日～28日、12月15日～ 

17日、3月6日～7日） 

○事務局経費 

・会計年度任用職員人件費、事務局運営費 

 

（７）被災地域産業再興支援事業 

令和２年７月豪雨により被災した地域の復興を後押しするため、地域産品の消費拡

大、生産者等の収入確保を図った。 

［具体的な取組み］ 

○物産館・道の駅を活用した地域特産品送料応援キャンペーン 

・地域内の物産館・直売所を活用した地域特産品送料応援キャンペーンを地域の

物産館・道の駅・直売所（7施設）で実施（2月1日～3月2日） 

（水俣市）愛林館・道の駅みなまたShop＆Cafeミナマータ 

（芦北町）道の駅芦北でこぽん・道の駅たのうら（肥後うらら）・道の駅大野温泉 

（津奈木町）つなぎ百貨堂・よりみち 
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2
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度
)
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設
業
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芦
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農
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て
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ボ
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市
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ボ
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の
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え
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編
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た
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安
全

・
安

心
な

農
産

物
の

ブ
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ン
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立
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図
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と
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に
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。
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Ｃ
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。
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８
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８
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０
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。
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。
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＜
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の

魅
力
を
伝
え
、
販

路
拡

大
に
つ
な
げ
た
。

○
熊

本
み
な
み

の
ほ
う
物

産
展

（3
日

間
）

売
上

92
5,

30
0円

○
水

俣
・
芦

北
地

域
農

産
品

販
売

会
（6
日

間
）

売
上

17
7,

85
0円

9



２
異
業
種
間
連
携
・販
路
開
拓
支
援
事
業

地
域
産
品
を
活
用
した
新
商
品
開
発
・商
品
力
ア
ップ
支
援

地
域
産
品
を
活
用
した
新
商
品
開
発
・商
品
力
Ｕ
Ｐ
支
援
（
４
件
）

①
ヨ
モ
ジ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ロ
ッ
プ
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

（
津
奈
木
町
）

ヨ
モ
ギ
入
り
生

姜
シ
ロ
ッ
プ
の
ラ
ベ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
係

る
費

用
を
支

援
。

道
の
駅

等
で
販

売
。

②
青
パ
パ
イ
ヤ
飲
む
デ
ザ
ー
ト
（
津
奈
木
町
）

津
奈

木
町

の
新
た
な
特
産
品
で
あ
る
青
パ
パ
イ
ヤ
の
認
知
度
向
上
に

向
け
た
新

商
品

開
発
に
係
る
費
用
を
支
援
。
ス
ー
パ
ー
や
道
の
駅
等
で

販
売

。

③
自
社
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
開
発
（
水
俣
市
）

既
存

商
品

「プ
チ
ル

」
や

新
商

品
「
草

花
蜜

」
の
ラ
ベ
ル

及
び
パ
ッ
ケ
ー

ジ
開
発
を
支

援
。
併

せ
て
販

促
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
。

④
海
外
販
路
拡
大
に
向
け
た
ラ
ベ
ル
開
発
（
津
奈
木
町
）

海
外

バ
イ
ヤ
ー
か
ら
も
人
気
の
高
か
っ
た
お
酒
の
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
係
る
費

用
を
支

援
。
購
買
率
が
上
が
っ
た
。
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２
異
業
種
間
連
携
・販
路
開
拓
支
援
事
業

展
示
商
談
会
・都
市
圏
物
産
展
出
展

各
種
展
示
商
談
会
へ
の
出
展

中
食
・
外
食
か
ら
小
売
ま
で
専
門
バ
イ
ヤ
ー
が
一
堂
に
集
結
す
る
業
務
用
“
食
”
の
展
示
会
へ
出
展
。

○
FA
B
E
X東

京
会

期
：
4月

1
0日

（
水
）
～
1
2日

（
金
）
（
入
場
者
数
5
5
,2
1
4名

）
場

所
：
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
都
）

出
展
者
：
エ
シ
カ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
（
水
俣
市
）

○
FO
O
DE
X
 J
A
PA
N

会
期
：
3月

1
1日

（
火
）
～
1
4日

（
金
）
（
入
場
者
数
7
2
,1
5
1名

）
場

所
：
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
都
）

出
展
者
：
エ
シ
カ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
（
水
俣
市
）

 
8名

が
参
加
し
、
事

業
者

の
出

展
意

欲
の

向
上

が
図

れ
た
。

 
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
新

商
品

開
発

の
意

欲
が

高
ま
っ
た
。

展
示
商
談
会
視
察
研
修

出
展
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
今
後
の
出
展
に
対
す
る
ヒ
ン
ト
を

得
る
た
め
、
地
域
事
業
者
を
連
れ
て
展
示
商
談
の
視
察
を
実
施
。

実
施
日
：
1
1月

1
4日

（
木
）

視
察
先
：
F
OO
D
 S
TY
L
E 
K
yu
s
hu
2
02
4

場
所
：
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
（
福
岡
市
）

大
手

食
品

会
社

や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ブ
ラ
ジ
ル

等
の

海
外

商
社

等
と
の

商
談
に
繋

が
り
、

メ
デ
ィ
ア
露

出
も
増
え
る
等
、
地

域
産
品

等
の
Ｐ
Ｒ
及
び
販

路
拡

大
に
寄

与
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
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２
異
業
種
間
連
携
・販
路
開
拓
支
援
事
業

地
域
産
品
を
活
用
した
有
名
飲
食
店
等
との
コラ
ボ
商
品
や
メ
ニ
ュー
開
発

地
域
産
品
等
の
ブ
ラン
デ
ィン
グ
及
び
販
路
開
拓

有
名
洋
菓
子
店
メ
ゾ
ン
・
ジ
ブ
レ
ー
（
神
奈
川
県
）
の
江
森
宏
之
シ
ェ
フ
に
依
頼
し
、
地
域
の
産
品
を
使
っ
た

新
た
な
商
品
を
開
発
。

 
有

名
パ
テ
ィ
シ
エ
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
り
使

用
さ
れ
た
地

域
産

品
の

知
名

度
向

上
が

図
ら
れ
た
。

 
開

発
し
た
商

品
は
、
メ
ゾ
ン
・
ジ
ブ
レ
ー
店

舗
、
つ
な
ぎ
百

貨
堂
、
大

手
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
等
で
販
売
。

 
「
で
こ
で
こ
で
こ
ぽ
ん
ケ
ー
キ
」
は
、
熊

本
駅

前
「
肥

後
よ
か
モ
ン
市

場
」ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
に
て
期
間
限
定
販
売
し
た
。

【
で

こ
で
こ

で
こ
ぽ

ん
ケ
ー
キ

】
【

シ
ュ

ト
ー

レ
ン
／

パ
ネ
ト
ー

ネ
（

３
種

）
】

【
柑

橘
の
ジ

ェ
ラ
ー

ト
（
４
種

）
】

で
こ

ぽ
ん

の
特
徴

で
あ
る
「

デ
コ

」
を

お
菓

子
で

再
現
。

パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ

ザ
イ

ン
も

可
愛

く
仕
上

げ
た
。

Ｊ
Ａ

あ
し

き
た
の

協
力
に
よ

り
「

デ
コ

ポ
ン

」
の

商
標
使

用
許
可
を

い
た

だ
き

販
売

を
開

始
。

芦
北

町
「

ば
ら
ん

家
」
の
サ

ト
ウ

キ
ビ

の
搾

り
汁

だ
け
を

使
っ
て
仕

込
ん

だ
ラ

ム
酒

や
黒

糖
を
使

用
し
た
「

黒
糖

の
シ

ュ
ト

ー
レ

ン
」
や

、
デ
コ
ポ

ン
の

ピ
ー

ル
を
使

用
し
た

「
不
知
火

の
シ

ュ
ト

ー
レ

ン
」

な
ど
を

開
発
。

ア
ン

ト
ル

メ
グ
ラ

ッ
セ
（
氷

菓
）

の
第

一
人

者
で

あ
る
江

森
シ
ェ
フ

が
当

地
域

の
柑

橘
を

ジ
ェ
ラ

ー
ト
に
加

工
。

柑
橘

は
パ

イ
ン
み

か
ん
、
ス

イ
ー

ト
ス

プ
リ

ン
グ

、
バ
レ

ン
タ
イ
ン

ラ
イ

ム
、

不
知

火
の
4
種

。
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２
異
業
種
間
連
携
・販
路
開
拓
支
援
事
業

TS
M
C社

員
向
け
販
売
会
へ
の
出
展

海
外
向
け
販
路
拡
大

イ
ベ
ン
ト
名

T
S
M
C
年

賀
大

街
２
０
２
５

販
売

期
間

令
和
6
年

1
1月

2
7日

（
水
）
～
令

和
7年

1月
2
1日

（火
）

ま
で
の

う
ち
計

3
0
日

間
※

1月
14

日
～
21

日
は
県
観

光
振
興
課

と
連
携

し
て
観

光
物

産
展
と
し
て
開

催
し
、
物
産

部
門
と
し
て
出

展
。

会
場

台
湾

新
竹

市
、
台
中

市
、
台
南

市
内
の

各
工
場

販
売

商
品

水
俣
・
芦

北
地
域
の

物
産

（
亀

萬
酒

造
「
日
本

酒
」、

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
「
で
こ
ぽ
ん
ラ
ン
グ
ド
シ
ャ
」
、
福
田

農
場
「
九
州

果
実
シ
ロ
ッ
プ
」
等
）

 
社

員
向
け
販

売
会
を
通
じ
て
当

地
域

の
商

品
の
P
R
を
行
い
、
販

路
拡

大
に
つ
な
が
っ
た
。

 
特

に
亀

萬
酒

造
の

日
本

酒
・
梅

酒
が

人
気

が
あ
り
、
期

間
中

約
1,
0
0
0
本

が
販

売
さ
れ
た
。

 
新

酒
製
造

後
に
も
約

1
0
0
0
本

程
度

の
仕

入
れ

が
あ
り
、
総

計
2
0
0
0
本

の
酒

が
T
S
M
C
社
員
・
関
係
者
を
中
心
に
台
湾
で
販
売
さ

れ
て
い
る
。

Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
南

部
サ
イ

エ
ン
ス
パ

ー
ク

工
場

内
で
の

出
展

販
売

会
宣
伝

チ
ラ
シ
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２
異
業
種
間
連
携
・販
路
開
拓
支
援
事
業

和
紅
茶
ブ
ラン
デ
ィン
グ

み
な
ま
た
和
紅
茶
ブ
ラ
ン
デ
ィン
グ

①
み
な
ま
た
和
紅
茶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作

（
ペ

ー
ジ
閲

覧
数
１

０
月
～
３

月
：

４
，

６
２
５

回
）

②
「
み
な
ま
た
和
紅
茶
体
験
ツ
ア
ー
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ル
ー
ト
開
発

（
参
加

者
１
２

人
）

③
関
東
・
関
西
エ
リ
ア
で
の
和
紅
茶
体
験
会

（
４

ケ
所

参
加
者

３
９
人
）

④
九
州
和
紅
茶
サ
ミ
ッ
ト
i
nみ

な
ま
た

（
１

１
月

＠
エ
コ

パ
ー
ク

水
俣

参
加

者
約
１

，
０
０

０
人
）

み
な

ま
た
和

紅
茶
Ｈ

Ｐ

和
紅

茶
体
験

会
知

事
表

敬
訪

問

和
紅

茶
ツ
ア

ー
九

州
和

紅
茶

サ
ミ
ッ

ト
i
nみ

な
ま

た

２
０
２
４
年

度
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞

歴
・

Th
e 

Le
af

ie
s2

02
4

金
賞

お
茶
の
坂
口
園

優
秀
賞

お
茶
の
カ
ジ
ハ
ラ

・
プ
レ
ミ
ア
ム
テ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト

20
24

和
紅
茶
部
門
★
★
★

天
の
製
茶
園
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３
水
産
物
ブ
ラン
ド化

支
援
事
業

マ
ガ
キ
養
殖
・販
路
拡
大

マ
ガ
キ
養
殖
・販
路
拡
大

当
地
域
の
水
産
物
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
、
マ
ガ
キ
の
特
産

化
を
目
指
し
、
マ
ガ
キ
の
養
殖
・
販
路
拡
大
を
実
施
。

（
H2
4年

度
(
2
01
2年

度
)～

）

○
マ
ガ
キ
稚
貝
購
入
補
助

○
カ
キ
小
屋
広
告
・
宣
伝
、
雑
誌
へ
の
記
事
掲
載

○
マ
ガ
キ
三
倍
体
種
苗
の
導
入
（
R
7年

度
事
業
を
前
倒
し
）

稚
貝
の
受
入

れ

マ
ガ
キ
三
倍
体
種

苗
リ
ビ
ン
グ
熊
本
掲

載
カ
キ
小
屋

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ

・
生

産
量
は
近
年

10
t前

後
で
推
移
し
て
い
た
が

R6
年

度
は
海
水
温
の
上
昇
や
食
害
に
よ
り
生
産

量
が

減
少
。

・
新

た
に
新
種
の
マ
ガ
キ
を
導
入
し
、

R7
年
度
は

生
育

調
査
、
生
産
体
制
の
見
直
し
を
行
う
。

・
カ
キ
小

屋
総
売
上
（
全
体
）

R4
シ
ー
ズ
ン
（

R4
.1

2～
R5

.6
）

19
,6

55
,1

25
円

R5
シ
ー
ズ
ン
（

R5
.1

2～
R6

.6
）

21
,5

82
,7

13
円

R6
シ
ー
ズ
ン
（

R6
.1

2～
R7

.5
）

15
,5

59
,4

80
円

シ
ン
グ
ル
シ
ー
ド
種
苗

カ
ル
チ
種
苗
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３
水
産
物
ブ
ラン
ド化

支
援
事
業

あ
さ
り資

源
の
再
生

あ
さり
資
源
の
再
生
・販
路
拡
大

漁
業
者
の
経
営
安
定
化
及
び
当
地
域
の
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の
一
環
と
し
て
、
芦
北
町
漁
協
、
県
南
広
域
本
部
水
産
課

と
連
携
し
て
令
和
４
年
度
か
ら
あ
さ
り
の
資
源
回
復
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
あ
さ
り
資
源
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
使
用
し
て
い
た
ジ
ョ
レ
ン
を
よ
り
使
い
や
す
く
す
る
た
め
の
改
修
を
実
施
。
ま
た
、
新
た
に
水
俣
市
漁
協
、
津

奈
木
漁
協
と
連
携
し
、
各
地
先
へ
被
覆
網
の
設
置
を
実
施
。

○
保
護
資
材
（
被
覆
網
）
の
購
入
、
漁
具
（
ジ
ョ
レ
ン
）
改
修
支
援

○
生
息
状
況
調
査
（
県
南
広
域
本
部
水
産
課
の
協
力
）

食
害

防
止
の

た
め
の

被
覆
網
設

置
左

：
津

奈
木

町
福
浦

湾
右
：

水
俣

市
水

俣
川
河

口

効
率

的
な
漁

獲
の
た

め
の
ジ
ョ

レ
ン

改
修

【
芦

北
町
】

・
被

覆
網

設
置
数
：
芦

北
町

(R
5)
約

１
０
０
枚

→
（

R6
）
１
２
０
枚

津
奈

木
町

（
R6

新
規

）
２
５
枚

水
俣

市
（

R6
新

規
）
２
５
枚

・
漁

獲
量
（
芦

北
町
）

現
在

県
漁

連
HP

引
用

(R
4シ

ー
ズ
ン

R5
.1
～

R5
.4

)
２
２
０

Kg
 

(R
5シ

ー
ズ
ン

R6
.1
～

R6
.6

)
２
，
０
９
２

Kg
（

R6
シ
ー
ズ
ン

R7
.1
～

R7
.4
）
２
，
０
９
３

Kg
 

【
水

俣
市
・
津

奈
木
町
（

R6
年

度
か
ら
被
覆
網

に
よ
る
試
験
保

護
を
実
施
）
】

・
被
覆

網
設
置

数
各

２
５
枚

→
R6

年
度

で
は

あ
さ
り
の

発
生
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

R7
年

度
は

被
覆

網
設
置
場

所
の
再

選
定
す
る
。

あ
さ

り
の
販

売
（
朝

市
や
地
域

イ
ベ

ン
ト

で
販
売

）
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３
水
産
物
ブ
ラン
ド化

支
援
事
業

外
部
標
識
を
取
り付

け
た
ア
シ
ア
カ
エ
ビ
の
放
流
試
験

ア
シ
ア
カエ
ビ資

源
の
回
復

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
実
施
し
た
試
験
養
殖
で
は
、
出
荷
サ
イ
ズ
ま
で
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度
に
課
題
整
理
を
行
い
、
令
和
６
年
度
は
ア
シ
ア
カ
エ
ビ
に
外
部
標
識
を
取
り
付
け
た

放
流
試
験
を
実
施
。
放
流
後
は
、
熊
本
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
会
員
漁
協
及
び
鹿
児
島
県
北
さ
つ
ま
漁
業
協
同
組
合

（
全
5
8か

所
）
へ
外
部
標
識
付
き
ア
シ
ア
カ
エ
ビ
が
漁
獲
さ
れ
た
際
は
報
告
を
い
た
だ
く
よ
う
依
頼
。

放
流

用
稚

エ
ビ
へ

の
外

部
標

識
取

り
付

け
追

跡
調

査
依

頼
チ
ラ
シ

稚
エ
ビ
放

流
場

所
、
放

流
の

様
子

・
芦

北
町

漁
協
、
八

代
漁
協
、
芦
北
町
、
県
南
広
域
本
部
水
産
課
と
連

携
し
、
稚
エ
ビ
の
生
産
、
外
部
標
識
取
り
付
け
、
一
時
的
な
稚
エ
ビ
の

保
護

、
放

流
を
実
施
し
た
。

※
約

10
,0

00
尾

放
流
（う

ち
外
部
標
識
付
き
約

5,
00

0尾
）

※
R7

.7
.1
現

在
外

部
標
識
付
き
の
エ
ビ
漁
獲
報
告
情
報
な
し
。

※
R7

.2
.2

6に
実

施
さ
れ
た
「
く
ま
も
と
里
海
づ
く
り
協
会
八
代
海
エ
ビ
部

会
会

議
」
で
本

取
り
組
み
の
資
料
を
提
供
。

保
護

区
域

外
部

標
識

、
取

付
器

具
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３
水
産
物
ブ
ラン
ド化

支
援
事
業

水
産
物
ブ
ラン
デ
ィン
グ
、水

産
加
工
品
等
の
試
作
試
験

○
水
俣
市
漁
協
：
恋
路
カ
キ
の
出
店
販
売
（
福
岡
県
）
、
水
産
物
加
工
品
の
試
作

○
芦
北
町
漁
協
：
水
産
物
加
工
品
の
試
作
、
カ
キ
小
屋
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充

○
津
奈
木
漁
協
：
オ
イ
ス
タ
ー
バ
ル
通
年
営
業
に
向
け
た
施
設
整
備

芦
北

町
漁
協

（
あ
さ

り
の
ア
ヒ

ー
ジ

ョ
、

味
噌
汁

等
の
真
空

冷
凍

パ
ッ

ク
）

津
奈

木
漁
協

（
バ

ル
テ
ン

ト
の
強

風
対
策
）

芦
北

町
漁
協

（
カ

キ
小
屋

ス
ペ
ー

ス
拡
充
）

・
試

作
し
た
商
品
は
朝
市
や
イ
ベ
ン
ト
等
で

販
売

さ
れ
好
評
。

・
エ
イ
の

有
効
活
用
は
あ
さ
り
を
は
じ
め
と

す
る
水

産
資
源
の
保
護
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

水
俣

市
漁
協

（
ア

オ
サ
入

り
カ
キ

せ
ん
べ
い

加
工

）

芦
北

町
漁
協

（
エ

イ
の
か

ら
揚
げ

、
エ
イ
肝

）

水
俣

市
漁
協

（
各

イ
ベ
ン

ト
で
の

出
店
販
売

）

津
奈

木
漁
協

（
バ

ル
内
テ

ー
ブ
ル

再
整
備
）
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３
水
産
物
ブ
ラン
ド化

支
援
事
業

漁
業
就
業
支
援
フェ
ア
へ
の
出
展

担
い
手
育
成
支
援

地
域
漁
業
の
担
い
手
確
保
を
目
的
と
し
て
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
へ
出
展

令
和
６
年
度
：
福
岡
会
場
に
出
展
（
う
た
せ
網
＋
流
し
網
の
漁
師
を
募
集
）

対
応
者
：
芦
北
町
漁
協
職
員
、
県
南
水
産
課
職
員
、
本
協
議
会
職
員

※
水
俣
市
漁
協
、
津
奈
木
町
漁
協
に
つ
い
て
も
漁
業
体
験
の
受
入
体
制
を

調
整
中
。

福
岡

会
場

：
福

岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル

R6
.7
.6
（
土

）

ブ
ー
ス
来

訪
者
と
の

意
見

交
換

来
場

者
数

R5
大

阪
会
場

１
２
１
名

東
京

会
場

１
８
０
名

R6
福

岡
会
場

５
８
名

う
た
せ

船
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

い
た
来

場
者
は
い
た
が
、
芦
北
で
の
漁
業

体
験

メ
ニ
ュ
ー
受
け
入
れ
ま
で
至
ら
な
か
っ

た
。

イ
ベ
ン
ト
広
報
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くま
モ
ン
ファ
ー
ム
事
業

４
水
俣
・芦
北
観
光
応
援
社
事
業

体
験
型
旅
行
商
品
の
造
成
・販
売

【
フ
ァ
ー
ム

便
】

く
ま
モ
ン

フ
ァ
ー
ム
で
収
穫
し
た
農
産
物
と

オ
リ
ジ
ナ

ル
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
セ
ッ
ト
を
通
信
販
売
。

・
第
１
弾

愛
林
館
「
香
り
米
」

・
第
２
弾

岩
﨑
農
園
「
木
な
り
甘
夏
」

・
第
３
弾

天
の
製
茶
園
「
お
茶
セ
ッ
ト
」

い
ち
ご
狩

り
イ
ベ
ン
ト

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成

熊
本
県
が
取
り
組
む
「
く
ま
モ
ン
ラ
ン
ド
化
構
想
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
く
ま
モ
ン
と
地
域
の
農
林
水
産
業
を
掛
け
合
わ
せ

た
体
験
旅
行
商
品
を
提
供
す
る
「
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ー
ム
事
業
」
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
新
た
な
観
光
素
材
と
な
る
コ
ン
テ
ン

ツ
を
創
出
し
、
地
域
全
体
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
強
化
及
び
地
域
農
産
品
の
販
路
拡
大
及
び
交
流
人
口
の
増
加
を
図
っ
た
。

①
体
験
旅
行
商
品
の
販
売
及
び
磨
き
上
げ

②
く
ま
モ
ン
と
の
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

③
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ー
ム
便
の
販
売

④
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ー
ム
事
業
全
般
に
関
す
る
情
報
発
信

【
令

和
６
年
度
実
績
】

・
利

用
人
数
：８

７
人

・
う
ち
イ
チ
ゴ
狩
り
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
数
：３

８
人

フ
ァ
ー
ム
便

販
売

画
面

▶

く
ま
モ
ン
誕

生
祭

出
展

【
そ
の
他
】

尚
絅
大
学
現
代
文
化
学
部
の
く
ま
モ
ン
学
研
究
会

対
応
（
初
回
講
義
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
中
間

発
表
、
最
終
発
表
）
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観
光
うた
せ
船
乗
り合

い
便
の
運
航

４
水
俣
・芦
北
観
光
応
援
社
事
業

少
人

数
か
ら
体

験
で
き
る
「観

光
う
た
せ

船
乗
り
合

い
便
」
を
造
成

・販
売
。
令

和
５
年

度
は
７
月

か
ら
１
１
月

の
期

間
受
け
入

れ
を
行

っ
た
が

気
候
を
加

味
し
、
令
和

６
年

度
は
９
月

か
ら
１
１
月

ま
で
と
し
た
。

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ

乗
船

の
様

子

令
和

６
年

度
・
乗

り
合
い
便
催
行
可
能
数
：１

７
回

（
内

訳
）

実
施

回
数

８
回

悪
天

候
や
貸
切
便
予
約
等
に
よ
り

実
施

で
き
な
か
っ
た
数

９
回

・
乗

船
人
数
：７

２
人

１
回

当
た
り
９
人
乗
船

男
女

比
率

男
性

：
54

％
女

性
46

％
地

域
別
利
用
者

熊
本

県
34

人
、
福
岡
県

36
人

静
岡

県
1人

、
大

阪
府

1人
年

齢
別

20
歳

以
下
：

4人
21

～
30

歳
：

0人
31

～
40

歳
：

5人
41

～
50

歳
：

4人
51

～
60

歳
：

17
人

61
歳

以
上
：

41
人

・
乗

り
合
い
便
実
績

R5
19

回
催

行
16

5人
（

5か
月

実
施
）

R6
8回

催
行

72
人

（
3か

月
実
施
）

福
岡

県
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
西

日
本

新
聞

記
事

へ
広

告
掲

載
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４
水
俣
・芦
北
観
光
応
援
社
事
業

海
外
（
主
に
台
湾
）
を
ター
ゲ
ット
に
した
情
報
発
信

海
外
（
台
湾
・香
港
）
向
け
観
光
情
報
発
信

熊
本

県
へ

の
訪

日
観

光
客

数
１
位

の
台

湾
及

び
２
位

の
香

港
に
向

け
て
、
当

地
域

の
魅

力
を
効

果
的

に
発

信
す

る
た
め

、
台

湾
・
香

港
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
特

化
し
た
ユ
ー
ザ

数
N
o
.1
日

本
観
光
情

報
メ
デ
ィ
ア
「
樂

吃
購
(ラ

ー
チ
ー
ゴ
ー
)！

日
本
」
を
活

用
し

て
、
地

域
の

観
光
物
産

情
報
を
発

信
。
併
せ

て
既

存
の
体

験
型
旅

行
商
品

の
販
路

拡
大
を
図

っ
た
。

〇
昨

年
度

の
取

材
記

事
を
も
と
に
新

た
な
記

事
の
制

作
（
記

事
U
R
L
：
ht
tp
s:
/
/k
yu
sh
u.
le
ts
go
jp
.c
o
m
/
ar
c
hi
ve
s/
6
9
71
1
5/
）

〇
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広

告
配

信
の

実
施

繫
体

字
に
よ

る
地
域

紹
介
記
事

台
湾

・
香
港
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た

媒
体

で
効

果
的
に
情
報
発
信
で
き
た
。

〇
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告

（
１
２
月

１
日
～
１
２
月
３
１
日
）

・
表

示
回
数
：４

１
．
６
万

・
ク
リ
ッ
ク
数

：
４
，
４
８
４

〇
ア
ク
セ
ス
数

（
１
１
月
８
日
～
３
月
７
日
）

・
記

事
閲
覧
数
：４

,６
９
７
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４
水
俣
・芦
北
観
光
応
援
社
事
業

福
岡
都
市
圏
を
ター
ゲ
ット
に
した
情
報
発
信

福
岡
都
市
圏
向
け
情
報
発
信
事
業

熊
本

県
内
に
次

い
で
当

地
域
へ

の
観
光

入
込
客

が
多
い
福
岡

都
市
圏

に
向

け
て
、
当

地
域

の
魅
力

を
効

果
的

に
発

信
す
る

こ
と
で
、
当

地
域
へ
の

観
光
客

の
獲
得

及
び
交

流
人

口
の
増

加
を
図
っ
た
。

〇
九

州
旅

行
博

覧
会

～
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
フ
ェ
ス
２
０
２
５
～

へ
の

出
展

〇
福

岡
都

市
圏
で
毎

号
３
５
万

部
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
す
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
「
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
福

岡
」
へ
の

広
告
掲

載

フ
ァ

ン
フ
ァ

ン
福
岡

 
九

州
旅
行

博
覧

会
へ
の
来
場
者
数
：１

５
，
０
５
８
人

 
水

俣
・
芦

北
観

光
応

援
社
ブ
ー
ス
へ
の
来
訪
者
：
約
５
０
０
人

 
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配

布
数

：
約
４
０
０
セ
ッ
ト

 
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
数

：４
１
４
人

九
州

旅
行
博

覧
会
（

１
日
目
）

ア
ン

ケ
ー
ト

・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト

配
布

九
州

旅
行
博

覧
会
（

２
日
目
）

み
な

ま
た
和

紅
茶
の

飲
み
比
べ

体
験
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５
地
元
林
産
材
活
用
推
進
事
業

地
元
林
産
材
の
高
付
加
価
値
化

地
域
材
PR
推
進

地
域
材
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
3カ

年
実
施
し
て

き
た
も
木
材
強
度
試
験
結
果
を
ま
と
め
た
、
地
域
産

材
の
P
Rチ

ラ
シ
を
作
成
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
伐
期
を
迎
え
る
当
地
域
の
人
工
林
か

ら
生
産
さ
れ
る
木
材
を
よ
り
高
値
で
販
売
す
る
た
め
の
強

度
試
験
（
最
終
年
）
や
売
り
方
の
検
討
を
行
っ
た
。

ま
た
、
地
域
材
に
親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
実
施
。

地
域

材
強

度
試

験

地
域
材
PR
チ
ラ
シ
制
作

木
の

家
づ
く
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

・
作

成
し
た
チ
ラ
シ
は
、
木
材
を
活
用
し
た
公
共
施

設
や

、
地

域
の
工
務
店
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の

各
イ
ベ
ン
ト
で
配
布
予
定
。

・
地

域
産

材
の
強
み
を
生
か
し
た
木
材
の
利
用
促

進
に
つ
い
て
今
後
、
検
討
す
る
。

木
に
触

れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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６
人
材
育
成
事
業

○
技
能
後
継
者
育
成
研
修

＜
計
4
0名

＞

玉
掛
技
能
、
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
技
能
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能

等

○
福
祉
医
療
関
係
職
員
研
修

＜
計
4
7名

＞

介
護
職
員
初
任
者
、
介
護
福
祉
士
実
務
者
、
医
療
事
務
講
座

等

※
今
年
度
か
ら
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
の
研
修
を
追
加

セ
ミナ
ー
開
催
、受

講
料
の
一
部
助
成

研
修
受
講
料
一
部
助
成

○
テ
レ
ワ
ー
ク
に
対
応
し
た
人
材
育
成

働
き
方
の
多
様
化
が
進
む
中
、
新
た
な
就
業
形
態
で
あ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
は
介
護
や
育
児
・
病

気
治
療
と
仕
事
の
両
立
が
必
要
な
労
働
者
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
た
取
組

み
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
、
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
に
対
応
し
た
人
材
を

育
成
し
、
新
た
な
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

・
テ
レ
ワ
ー
ク
の
は
じ
め
か
た
講
座

＜
計
2
3名

＞
（
1
0月

2
1日

水
俣
・
1
0月

2
2日

芦
北
）

・
オ
ン
ラ
イ
ン
お
仕
事
講
座

＜
計
13
名
＞
（
1月

2
7日

～
1
2月

1
8日

全
4回

）

・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
講
座

＜
計
1
6名

＞
（
1月

1
6日

～
2月

6日
全
4回

）

デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
セ
ミナ
ー

 
テ
レ
ワ
ー
ク
の

は
じ
め
か
た
講

座
の

参
加

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

全
員

が
「
自

身
の
ス
キ
ル

･
知

識
レ
ベ
ル

が
向

上
し
た
」
と
回

答
 

８
割

が
「
今

後
の

仕
事

や
テ
レ
ワ
ー
ク
に
活

か
せ
る
」
と
回

答
 

受
講

者
の
う
ち
４
名

が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の

仕
事
を
始
め
た
。
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６
人
材
育
成
事
業

高
校
生
の
就
職
支
援

○
就
職
模
擬
面
接
会

就
職
希
望
の
生
徒
に
対
し
て
外
部
指
導
者
に
よ
る
模
擬
面
接
を
実
施
し
、
面
接
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
っ
た
。

＜
水
俣
高
校
3年

生
：
4
4名

＞
（
8月

2
1～

2
2日

）

＜
芦
北
支
援
学
校
3年

生
：
3名

＞
（
1
1月

2
6日

）

○
地
元
企
業
見
学
会

就
職
へ
の
理
解
を
深
め
就
労
意
欲
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
元
企
業
へ
の
就
労
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

企
業
の
現
場
見
学
を
実
施
し
た
。

＜
芦
北
高
校
2年

生
：
4
7名

＞
（
1
1月

6日
）

レ
ヴ
ア
ル
、
テ
ラ
プ
ロ
ー
ブ
、
モ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
農
山
、
Ｊ
Ｎ
Ｃ
、
福
田
農
場
、
海
と
夕
や
け
、
他

＜
芦
北
支
援
学
校
1・

2年
生
：
1
0名

＞
（
1
1月

2
8日

）
合
同
会
社
か
ん
し
ょ
、
松
木
運
輸
株
式
会
社
（
八
代
市
）

＜
水
俣
高
校

商
業
科
、
機
械
科
、
電
気
建
築
シ
ス
テ
ム
科

1・
2年

生
：
1
0
5名

＞
（
1
2月

2日
）

河
村
電
器
産
業
、
Ｊ
Ｎ
Ｃ
、
ス
タ
イ
ラ
ス
八
代
、
熊
本
国
際
空
港

他

企
業

見
学

会

参
加

し
た
生
徒
か
ら
は
、
「
実
際
の
現
場
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
現
場
の
様
子
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
ほ
か
、
先

生
か

ら
は

「
生
徒
た
ち
が
知
ら
な
い
業
種
や
会

社
を
見

学
す
る
こ
と
で
、
知
見
が
広
が
っ
た
。

今
後

の
生
徒
の
進
路
指
導
に
生
か
し
た
い
」
な

ど
の

声
が
聞
か
れ
た
。
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６
人
材
育
成
事
業

高
校
生
の
就
職
支
援

○
地
元
企
業
説
明
会
【
し
ご
と
発
見
塾
】

（
3月

1
8日

＠
水
俣
市
立
総
合
体
育
館
）

地
元
企
業
に
勤
め
る
企
業
人
か
ら
、
水
俣
高
校
、
芦
北
高
校
及
び
芦
北
支
援
学
校
に
通
う
高
校
生
に
対
し
自
社
の
魅

力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
就
職
・
進
学
を
問
わ
ず
、
地
域
内
に
あ
る
仕
事
の
面
白
さ
を
高
校
生
が
自
ら
発
見
で
き
る
機

会
を
設
け
る
た
め
開
催
。
※
今
年
度
か
ら
協
議
会
主
催

地
元
企
業
等
3
6事

業
所
が
参
加
。
企
業
紹
介
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
・
配
付
し
た
。

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
担
当
の
小
中
学
校
教
諭
の
研
修
会
に
お
い
て
、
企
業
紹
介
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
デ
ジ
タ
ル
版
に
つ
い

て
周
知
を
行
っ
た
。

＜
水
俣
高
校
1年

生
：
1
3
9名

、
芦
北
高
校
1年

生
：
7
8名

、
芦
北
支
援
学
校
1年

生
：
7名

＞

し
ご
と
発

見
塾

の
様

子

 
参

加
し
た
高

校
生

か
ら
は
、
「
地

元
に
こ
ん
な
企

業
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」
「
普

段
聞
け
な
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
の

感
想

が
あ
っ
た
。

 
参

加
事
業

所
に
対
し
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
9
7.
2
%
が

次
回
も
参

加
し
た
い
と
回

答
し
た
。
（
「
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
7
2.
2
%、

「
都
合
が

つ
け
ば

参
加
し
た
い
」
2
5
%
）

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

デ
ジ
タ
ル
版
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６
人
材
育
成
事
業

ガ
ス
トロ
ノミ
ー
マ
ネ
ジ
メン
トの
推
進

関
西
の
大
学
と連

携
した
地
域
課
題
の
解
決

環
境
価
値
の
高
い
商
品
を
生
み
出
す
当
地
域
の
事
業
者
に
対
し
て
、

食
関
連
産
業
に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ
県
外
大
学
と
の
交
流
に
よ
り
、
事

業
者
が
抱
え
る
各
種
課
題
の
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
若
年
層
へ
の
情
報
発
信
を

行
っ
た
。

＜
立
命
館
大
学
食
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
＞

○
芦
北
町
漁
業
協
同
組
合
芦
北
支
所
長

上
塚
氏
の
出
張
講
義
（
6月

2
1日

）
○
水
俣
・
芦
北
地
域
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
9月

2
3～

2
5日

）
（
芦
北
町
漁
協
（
あ
さ
り
、
う
た
せ
船
）
、
ば
ら
ん
家
な
ど
）

＜
龍
谷
大
学
農
学
部
＞

○
お
茶
の
坂
口
園

坂
口
氏
の
出
張
講
義
（
7月

9日
）

○
水
俣
・
芦
北
地
域
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
①
（
10
月
2
6日

～
2
8日

）
（
九
州
和
紅
茶
サ
ミ
ッ
ト
出
展
及
び
出
展
者
補
助
体
験
）

○
水
俣
・
芦
北
地
域
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
②
（
12
月
1
5日

～
1
7日

）
（
水
光
社
で
の
地
元
消
費
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
）

○
水
俣
・
芦
北
地
域
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
③
（
3月

6日
～
7日

）
（
お
茶
の
坂
口
園
、
水
俣
病
資
料
館
、
J
A選

果
場
、
つ
な
ぎ
百
貨
堂
な
ど
）

出
張
講
義
（
立
命
館
大
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
立
命
館
大
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
龍
谷
大
）

 
水

俣
・
芦

北
地

域
に
お
け
る
環

境
に
配

慮
し
た
製

品
作
り
等
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
若

年
層

へ
の

情
報

発
信
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

 
各

大
学
か
ら
は
、
あ
さ
り
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
学

生
目

線
で
の

提
案

や
、
み
な
ま
た
和

紅
茶

に
つ
い
て
大

学
が

独
自
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
分

析
結

果
等

の
報

告
が

あ
っ
た
。
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７
被
災
地
域
産
業
再
興
支
援
事
業

物
産
館
・道
の
駅
を
活
用
した
地
域
特
産
品
送
料
応
援
キ
ャン
ペ
ー
ン

地
域
の
物
産
館
・
道
の
駅
・
直
売
所
で
地
域
産
品
の
送
料
に
つ
い
て
最
大
1
,0
0
0円

を
割
引
く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。

期
間
：
令
和
7年

2月
1日

～
3月

2日
※
つ
な
ぎ
百
貨
堂
の
み
2月

2
4日

ま
で

※
予
算
上
限
に
達
す
る
ま
で

物
産
館
・
道
の
駅
・
直
売
所
（
7施

設
）
で
実
施

（
水
俣
市
）
愛
林
館
・
道
の
駅
み
な
ま
た
Sh
o
p＆

Ca
f
eミ

ナ
マ
ー
タ

（
芦
北
町
）
道
の
駅
芦
北
で
こ
ぽ
ん
・
道
の
駅
た
の
う
ら
（
肥
後
う
ら
ら
）
・
道
の
駅
大
野
温
泉

（
津
奈
木
町
）
つ
な
ぎ
百
貨
堂
・
よ
り
み
ち

地
域
特
産
品
送
料
応
援
キ
ャン
ペ
ー
ン

 
総

利
用
件
数

２
，
９
４
６
件

 
被

災
地

域
を
応

援
す

る
た
め

、
令

和
２
年

度
か

ら
実

施
し
て
い

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
令

和
６
年

度
を
も
っ
て
終

了
。

 
地

域
産

品
の

消
費

拡
大

、
生

産
者

等
の

収
入

確
保
に
寄

与
す
る

こ
と
が

で
き
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
チ
ラ
シ

店
舗
で
の

実
施

の
様

子
（で

こ
ぽ
ん
）
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（単位：円）

＜収入＞

＜支出＞

＜繰越額＞ （R7年度(2025年度)へ繰越）

　収入決算額 52,692,726円－支出決算額 49,901,675円＝2,791,051円

支　出　計 52,675,000 49,901,675 2,773,325

 予　備　費 1,000 0 1,000

７ 被災地域産業再興支援事業 4,000,000 3,766,916 233,084

６ 人材育成事業 12,474,000 12,418,461 55,539

５ 地元林産材活用推進事業 1,500,000 1,114,495 385,505

４ 水俣・芦北観光応援社事業 5,000,000 4,359,894 640,106

３ 水産物ブランド化支援事業 9,100,000 8,394,527 705,473

２ 異業種間連携・販路開拓支援事業 16,000,000 15,759,794 240,206

１ 環境配慮型農業推進事業 4,600,000 4,087,588 512,412

(A)-(B)

 事　業　費 52,674,000 49,901,675 2,772,325

経　費　区　分
補正後予算額 決 算 額 差 引 額

(A) (B)

△ 17,729

収　入　計 52,675,000 52,692,726 △ 17,726

 諸 収 入 預金利息 1,000 18,729

 繰 越 金 5,724,000 5,723,997 3

(B) (A)-(B)

 負 担 金 県 46,950,000 46,950,000 0

令和６年度（2024年度）水俣・芦北地域雇用創造協議会決算書

経　費　区　分
補正後予算額 決 算 額 差 引 額

(A)
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議案第２号 

 

 

令和７年度(2025年度)変更事業実施計画（案） 

及び補正予算（案） 
 

 

 

 

 

令和７年度(2025年度)変更事業実施計画案及び補正予算案について、規

約第17条の規定により本総会の議決を求める。 

 

 

 

令和７年(2025年)７月１７日     

水俣・芦北地域雇用創造協議会   

会 長  森 山 哲 也    
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令和７年度(2025年度) 変更事業実施計画（案） 

※    部が変更部分  
 

１ 目 的  

第七次水俣・芦北地域振興計画の基本施策１「水俣・芦北地域への『流れ』の拡大」

に基づき、これまで取り組んできた産業振興による地域活性化の流れを更に強化するた

め、地域の特性を活かした施策を推進する。 

地域経済や雇用面で重要な役割を担う地元の企業へ焦点を当て、ニーズに対応した支

援に取り組むこととし、地域一体となった第一次産業の振興、六次産業化、観光振興等、

総合的な産業振興に取り組む。 
 

２ 事 業 内 容  

（１）地域資源ブランド化支援事業                 （+1,000千円） 

環境首都にふさわしい農林水産物等のブランド化を推進することで、地域産品の消

費拡大、生産者等の収入確保を図る。 

［具体的な取組み］ 

○環境配慮型農産物等ブランディング                                               

・物産展等の出展・ＰＲ 

・地域の生産者・飲食店等で構成する“食”のネットワーク構築 

・スローフードの取組み※に対する支援 
 
※ 現代の食文化の中で、地域の伝統的な食にも焦点を当て、それを取り巻く生産 

者や消費者、環境に配慮した食文化を共存させ、後世につなぐ取組み。 
 

    ・ＳＮＳを活用した地域の農産物や生産者等の魅力発信 

 

 

 

 

〇みなまた和紅茶ブランディング  

・アフタヌーンティーイベント（＠赤松館） 

・九州和紅茶サミットにおけるイベント 

・輸出・コンテスト出品支援 

・みなまた和紅茶を活用した旅行商品造成 

 

 

 

 

 

 

 

みなまた和紅茶を観光コンテンツとして活用することで、認知度向上と交流

人口の拡大を図る。 

九州和紅茶サミットに行くツアーの造成や、茶摘み、茶揉み、茶畑ティータ

イムなど、茶畑ならではのツアーについても併せて検討する。 

地域の農産物や生産者の取り組み等をショート動画にまとめ、ＳＮＳで発信

することで、認知度向上及び商品の販売促進に繋げる。 
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○水産物ブランディング 

・マガキ稚貝購入補助、新たな養殖手法に係る支援 

・カキ小屋ＰＲ・販路拡大 

・あさり生育のための被覆網設置・資材購入支援、潮干狩りイベント 

・アシアカエビの放流による効果の検証 

・各漁協が取り組む水産加工品開発、カキ小屋等の環境整備支援 

・新規就業者を募る漁業フェアへの出展、体験漁業受け入れ支援 

○地元林産材の高付加価値化 

・地元林産材を活用した商品開発 

・地元林産材のＰＲ 

○ガストロノミーマネジメントの推進 

 ・龍谷大学（農学部）、立命館大学（食マネジメント学部）への出張講義及び 

フィールドワーク受け入れ 
 
（２）地域産品販路開拓支援事業                  （+1,000千円） 

当地域の環境に配慮した農林水産物などの地域資源や地域の伝統文化を活用して、 

農商工連携等による付加価値の高い商品を開発するとともに、国内外の新たな販路を

開拓することで、総合的な産業振興に寄与し、雇用創出につなげる。 

［具体的な取組み］ 

○地域産品を活用した新商品開発・商品力ＵＰ支援 

・新商品開発や、既存商品のデザイン改良などを実施する事業者を支援 

○各種展示商談会への出展 

・食に関する展示商談会への出展 

・展示商談会視察研修 

○県外催事出展経費等助成  

・県外で行われる特産品フェア等の催事出展に要する経費の一部助成 

○地域産品の販路開拓                   

・国内外に向けて、需要開拓、販路拡大等の戦略的なマーケティングを実施 

・シンガポールで日本の食材を扱うバイヤーを招へいしての商品説明や商談 

 

 

 

 

 

○地域産品のＰＲ 

・地域産品の展示・試食・販売（＠熊本空港内「QSHU HUB」） 

・配布用サンプル製作（みなまた和紅茶ティーバッグ） 
 

 
 
 
 
 

東南アジアの交易・経済拠点であるシンガポールの現地バイヤーを招聘し、

当地域の環境に配慮した農林水産物などの地域資源を体感してもらうことで、

販路開拓に繋げる。 

これまでも「みなまた和紅茶」のサンプルを製作し、各種展示商談会やＰＲ

イベントで配布するなど有効に活用してきたところであるが、在庫が残り少な

くなったため再度製作する。 
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（３）水俣・芦北観光応援社事業 

地域の農林水産業とくまモンがコラボレーションした「くまモンファーム」等の体

験型旅行商品の造成・販売に引き続き取り組むとともに、国内外をターゲットにした

情報発信を行い、交流人口の最大化を図る。 

［具体的な取組み］ 

〇くまモンファーム商品販売・ＰＲイベント 

〇旅行博等への出展 

〇ＳＮＳ等を活用した情報発信 
 
（４）雇用促進・人材育成事業                       （+791千円） 

地域内事業者の人材確保及び多様な働き方を推進するとともに、建設業・福祉医療

分野等の資格取得を支援する。 

また、高校生の就職支援を行うことで、地域の発展を支える人材の育成と若者の地

元定着を図る。 

［具体的な取組み］ 

〇労働力不足解消・雇用機会の創出             

・「人材確保支援プラットフォーム」構築の検討 

・「Timee」活用セミナー等の実施 

 

 
 

『Timee』と連携した労働力不足解消・雇用機会の創出イメージ 
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〇受講料の一部助成                            

・研修受講料の一部助成（技能後継者・福祉医療関係） 

・刈払機取扱講習会受講料助成 

 

 

 

 

 

 

○高校生の就職支援  

・就職模擬面接会 

・地元企業見学会 

・地元企業による企業説明会（しごと発見塾） 

○事務局経費 

・会計年度任用職員人件費、事務局運営費 

福祉医療関係研修受講料の一部助成について、想定を超える申し込みがあっ

ているため、予算を増額して対応する。 

刈払機取扱講習会については、過去に２回実施しているが、地域の事業者か

らの要望に応えて実施するもの。 
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＜収入＞ （単位：千円）

 負担金

 繰越金

 諸収入

＜支出＞

支　出　計 46,952 2,791 49,743

 予 備 費 2 0 2

その他事務局運営費

高校生の就職支援

会計年度任用職員人件費

3,000

旅行博等への出展

10,341

受講料の一部助成

ＳＮＳ等を活用した情報発信

3 水俣・芦北観光応援社事業
くまモンファーム商品販売・ＰＲイベント 3,000 0

4 雇用促進・人材育成事業
労働力不足解消・雇用機会の創出 9,550 791

県外催事出展経費等助成

地域産品の販路開拓

地域産品のＰＲ

2 地域産品販路開拓支援事業
新商品開発・商品力ＵＰ支援 16,800 1,000

水産物ブランディング

17,800

各種展示商談会への出展

ガストロノミーマネジメントの推進

地元林産材の高付加価値化

18,600

みなまた和紅茶ブランディング
1 地域資源ブランド化支援事業

環境配慮型農産物等ブランディング 17,600 1,000

 事 業 費 46,950 2,791

1 2,791 2,792

49,741

49,743

経　費　区　分 内　　　　　容
R7年度

当初予算（案）
今回補正額 補正後予算額

預金利子 1 0 1

収　入　計 46,952 2,791

令和7年度(2025年度)水俣・芦北地域雇用創造協議会 補正予算（案）

経　費　区　分 内　　　　　容
R7年度

当初予算（案）
今回補正額 補正後予算額

県 46,950 0 46,950
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水俣・芦北地域雇用創造協議会規約 

 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本協議会は、水俣・芦北地域雇用創造協議会と称する。 

（事務所） 

第２条 本協議会は、主たる事務所を熊本県葦北郡芦北町芦北２６７０番熊本県芦北総合

庁舎内に置く。 

２ 本協議会は、総会の議決を経て、従たる事務所を必要な地に置くことができる。 

（目的） 

第３条 本協議会は、市町や経済団体等の創意工夫により実施する地域経済の活性化や雇

用機会の創出のための地域再生の具体的取組と相まって、その取組の雇用創造効果を高

める事業を実施し、水俣・芦北地域の雇用構造の改善を図ることを目的とする。 

（事業） 

第４条 本協議会は、前条の目的を達成するため、地域雇用創造推進事業その他本協議会

の目的を達成するために必要な事業を行う。 

 

第２章 会員 

（会員） 

第５条 本協議会の会員は、次の通りとする。 

(1) 社会福祉法人水俣市社会福祉協議会、社会福祉法人芦北町社会福祉協議会、社会福

祉法人津奈木町社会福祉協議会、一般社団法人水俣市芦北郡医師会、水俣商工会議所、

芦北町商工会、津奈木町商工会、水俣芦北地域観光推進協議会、一般社団法人みなま

た観光物産協会、芦北町観光協会、水俣・芦北地域教育旅行および視察研修受入促進

協議会、あしきた農業協同組合、水俣芦北森林組合、水俣市漁業協同組合、芦北町漁

業協同組合、津奈木漁業協同組合、一般社団法人熊本県建設業協会芦北支部、株式会

社肥後銀行水俣支店 

(2) 水俣市、芦北町、津奈木町 

(3) 熊本県 

 

第３章 役員 

（役員） 

第６条 本協議会に、次の役員を置く。 

(1) 会 長 １名 

(2) 副会長 ３名 

(3) 監 事 ２名 

２ 会長は、熊本県芦北地域振興局長とする。 

３ 会長は、本協議会を代表し、その業務を総理する。 

４ 副会長及び監事は、会長が指名し、協議会の同意を得て選任する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 
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６ 監事は、財産及び会計並びに業務執行の状況を監査する。 

７ 役員は非常勤とする。 

（選任等） 

第７条 役員の任期は３年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠又は増員により選任された役員の任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。 

３ 役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わ

なければならない。 

 

第４章 総会 

（構成） 

第８条 総会は、会員をもって構成する。 

２ 総会の議長は、会長が務める。 

３ 会長は、必要と認めるものをオブザーバーとして総会に出席させることができる。 

（権能） 

第９条 総会は、この規約で別に定めるもののほか、本協議会の運営に関する重要な事項

を議決する。 

（開催） 

第 10 条 総会は、会長が必要と認めたとき、又は会員若しくは監事から招集の請求があっ

たとき、開催する。 

（定数及び議決） 

第 11 条 総会は、全会員の過半数の出席がなければ開催することができない。 

２ 総会の議事は、第 19 条、第 20 条第１項及び第 21 条第２項の場合を除き、出席会員の

過半数の賛成をもって決する。 

（書面表決） 

第 11 条の２ やむを得ない理由のため総会に出席できない会員は、あらかじめ通知された

事項について書面又は電磁的方法をもって表決し、又は他の会員を代理人として表決を

委任することができる。 

２ 前項の場合において、前条の規定の適用については出席したものとみなす。 

（議事録） 

第 12 条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。 

(1) 日時及び場所 

(2) 会員の現在員数、出席者数及び出席者氏名 

(3) 審議事項及び議決事項 

(4) 議事の経過の概要及びその結果 

(5) 議事録署名人の選任に関する事項 

２ 議事録には、議長及び議長が総会ごとに指名する２人以上の議事録署名人が、署名、

押印をしなければならない。 

 

第５章 ワーキング会議 

（構成及び機能） 
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第 13条 会長は、事業の具体的な企画・運営その他必要な事項を検討させるため、各会員

の実務担当者等を委員として構成するワーキング会議を設置することができる。 

２ ワーキング会議の分担及び構成員は、会長が決するものとし、その座長は会長が指名

する。 

３ 会長は、前項に定める者のほか、会長が必要と認める者をワーキング会議に参加させ

ることができる。 

（開催） 

第 14 条 ワーキング会議は、会長が必要と認める場合に随時開催する。 

 

第６章 財産及び会計等 

（財産） 

第 15 条 本協議会の財産は、寄付金品、財産から生じる収入、事業に伴う収入及びその他

の収入をもって構成する。 

２ 本協議会の財産は、会長が管理し、その方法は、総会の議決を経て別に定める。 

（会計年度） 

第 16 条 本協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

（事業構想、事業実施計画及び予算） 

第 17 条 本協議会の事業構想、事業実施計画及びこれに伴う予算に関する書類は、会長が

作成し、総会の議決を得なければならない。これを変更する場合も同様とする。 

（事業報告及び決算） 

第 18 条 本協議会の事業報告及び決算は、会長が事業報告書として作成し、監事の監査を

受け、総会の議決を得なければならない。 

 

第７章 規約の変更及び解散 

（規約の変更） 

第 19 条 この規約は、総会において、出席会員の３分の２以上の議決を得なければ変更す

ることができない。 

（解散） 

第 20 条 本協議会は、総会において、全会員の３分の２以上の議決を得て解散することが

できる。 

２ 解散時に本協議会において有していた事業構想書、実績報告書や各種会計書類等の文

書は、本協議会の構成員となっている熊本県が、５ヶ年の間、引き継ぐものとする。 

（残余財産の処分） 

第 21 条 本協議会の解散のときに有する残余財産のうち、国の事業を実施して得た財産

は、原則として国へ返還するものとし、個別に協議するものとする。 

２ 前項の残余財産以外は、総会において、全会員の３分の２以上の議決を得て、本協議

会と類似の目的を有する団体に寄付するものとする。 

 

第８章 事務局 

（設置等） 
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第 22条 本協議会の事務を処理するため、事務局を設置する。 

２ 事務局長は熊本県芦北地域振興局次長、事務局次長は熊本県企画振興部地域・文化振

興局地域振興課長が指名する者とする。 

３ 事務局には、会計事務責任者及びその他の職員を置く。 

４ 会計事務責任者及びその他の職員は、会長が任命する。 

（備え付け書類） 

第 23 条 事務所には、常に次に掲げる書類を備えておかなければならない。 

(1) 本規約 

(2) 会員名簿及び会員の異動に関する書類 

(3) 会長、副会長、監事及び職員の名簿 

(4) 規約に定める機関の議事に関する書類 

(5) その他必要な書類 

 

第９章 補足 

（委任） 

第 24 条 この規約に定めるもののほか、本協議会の運営に必要な事項は、総会の議決を経

て、会長が別に定める。 

 

付則 

１ この規約は、本協議会が設立された日から施行する。 

２ 本協議会の最初の役員の任期は、第７条第１項の規定にかかわらず、平成２６年３月

３１日までとする。 

３ 本協議会の最初の会計年度は、第 16条の規定にかかわらず、本協議会が設立された日

に始まり、平成２３年３月３１日に終わるものとする。 

４ 本協議会の最初の会計年度の事業実施計画、予算、事業報告及び決算は、第 17条及び

第 18 条の規定にかかわらず、作成しないことができるものとする。 

 

付則 

この規約は、平成２３年２月１５日から施行する。 

 

付則 

この規約は、平成２３年３月２３日から施行する。 

 

付則 

この規約は、平成２３年７月７日から施行する。 

 

付則 

この規約は、令和２年（2020 年）７月２９日から施行する。 
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